
                 
 
 
 
 

 
 
 
 

１7 日間の冬休みが終わり、いよいよ今日から３学期がスタートしました。冬休み中は、事故等の

連絡もなく、始業式には、子どもたちの笑顔が揃ったことに、校長として、何よりもうれしく思いま

す。改めて保護者・地域の皆様には、子どもたちの見守りにご協力いただき、深く感謝いたします。 

さて、本日の第３学期始業式では、以下のことについて子どもたちにお話をしました。 

○新しい年を迎えるについて 

○３学期が各学年の１年間のまとめと次の学年への進級・進学のための準備期間であ

ることについて 

○３学期の藤松小のめあて「あたりまえをあたりまえに！」について 

 特に、藤松小のめあてについては、各学年の締めくくりの３学期に、これまで自分が学んできたこ

と（学習面・生活面）を振り返って、できなかったことや苦手なことをそのままにしておくのではな

く、次の進級や進学では、これらができるような姿になっていてほしいと思います。そして、次年度

４月からよいスタートがきれるようにしてほしいものです。 

最後に、６年生にとっては、卒業までの残り２ヶ月半で、小学校生活最後となります。是非、６年

生一人ひとりが残りの学校生活が充実したよい思い出となるように、過ごしてほしいと思います。そ

して、そのようになるためにも在校生全員で、６年生の思い出に残るすばらしい卒業式（３月１６日）

に協力していきましょう。 

 

藤松小が例年寒さに負けない体力づくりとして行ってきました「ふじっこ持久

走」を、今年は各学年縦割りのグループによる「なわとび集会」として実施しま

す。集会当日（１月３１日予定）までに練習を、休み時間等を活用して行います。 

各グループで決められた制限時間に何回みんなが跳ぶことができるか、競い合います。この「なわ

とび集会」を通して、少しでも寒さに負けない体力づくりと低・中・高学年の児童がよりよい人間関

係を築くことができることを目指します。なお当日は、残念ながら保護者の方の参観はできません。 

保護者の皆さまには、新型コロナウイルス感染症や流行性インフルエンザのために行事を行うこと

ができなくならないよう、ご家庭におきましてもお子様の健康管理にご協力よろしくお願いします。 

 

このたび、運動場に一輪車を１０台購入しました。現在ある一輪車は、年数も経って

おりサドルが古くなって乗りにくかったり、タイヤのゴムが古かったりして子どもたち

が気持ちよく乗ることができない状況でした。そのため、今回２０インチ２台、１８イ

ンチ２台、１６インチ６台を購入しました。少しでも一輪車を上手く乗りこなすことで、

子ども達にバランス感覚と脚力を身に付けてほしいと思っています。今後児童のみなさ

んは、運動場で安全に気を付けて、大切に使用するようにしてくださいね。 
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「明るく」＜あいさつができる＞ 

「仲よく」＜そうじができる＞ 

「正しく」＜上級生が手本を示す＞ 

 


